
近年、社会的責任（ＳＲ）に関する国際規格の策定が進むなど、

世界的にＣＳＲへの関心が高まっています。また当社グループも、

ＣＳＲを果たし、お客さまをはじめ地域社会、株主・投資家、ビジネス

パートナーなどステークホルダーのみなさまから信頼を頂戴するこ

とが、持続的な成長を遂げていくための基盤となると考えています。

　そこで、当社グループは、従業員一人ひとりがＣＳＲの推進に

主体的・前向きに取り組むことができるよう、社内環境の整備を図っ

ています。

　具体的には、2004年3月、６つの行動原則からなる「関西電力

グループＣＳＲ行動憲章」を策定し、さらに2005年5月には、グループ

の従業員一人ひとりがこれを自らの行動として実践できるよう

「関西電力グループＣＳＲ行動規範」を明示しました。

　また、推進体制として、社長を議長とする「ＣＳＲ推進会議」を設置

するとともに、職場ごとに「ＣＳＲキーパーソン」を選任し、彼らへの

研修を通じて全従業員への啓発活動を展開しています。

　当社グループは、こうした活動を通じて、従業員一人ひとりが

ＣＳＲを推進しています。そして、ステークホルダーのみなさまから

信頼を頂戴することで、従業員一人ひとりのやる気・やりがいを

引き出して成長を促し、それがまたいっそう信頼を高めていくとい

う好循環を生み出していきます。

●大切な人のための安全─安全文化の再構築

　安全文化は当社グループの事業活動の根幹であり、その再構築

は最重点課題です。美浜発電所３号機事故の反省はもとより、当社

グループの従業員、委託人・協力会社のみなさま、地元のみなさま

など、大切な「人」のための安全が基本であると肝に銘じ、一人ひとり

の安全意識が自然と行動に現れてくるような組織風土を醸成して

いきます。

　とりわけ、原子力発電所においては、安全文化の再構築を着実

に進めていくために、安全文化を評価する仕組みを導入しています。

これにより、組織や人の意識・行動について、改善を要する課題や

良好事例等を明らかにし、安全文化の状況を把握するとともに、より

高い水準を目指し、改善を促していきます。

●技術・技能の維持・継承

　電力をお客さまに安全に安定してお届けするためには、発電や

送電、配電などの設備や機器を３６５日、安全・安定的に運転し、

万一の事故や災害に迅速に対処する従業員の確かな技術や技能が

不可欠です。

　当社は、こうした電気事業固有の高度な専門技術・技能の維持・

継承を図るとともに、従業員がやる気・やりがいを持って業務に

従事できるような環境を整備することを目的に「専門技術・技能者」

制度を導入するなど、制度や体制の充実に力を注いでいます。
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当社グループは、地域や生活に根ざした事業者として、地域の発展

なくしては自らの発展はありえないという認識のもと、地域経済や

地域コミュニテイの活性化に向けた取組みを推進しています。

地域社会の一員として、「地域のみなさまのお役に立ちたい」

「地域のみなさまと活動をともにしたい」という思いをかたちにする

ため、各事業所では地域と連携し、清掃活動や地域イベントへの

運営協力などを行っています。

　また、関西で盛んな学生スポーツのひとつであるアメリカン

フットボールへの協賛（「KANDEN FLASHBOWL SERIES」

1988年～）、障がいのある人の芸術活動を応援するためのアート

公募展の開催（「かんでんコラボ・アート21」2001年～）、関西地域

の文化振興活動としてのクラシックコンサートの開催（本店および

６支店でそれぞれ実施）など、さまざまな活動に継続して取り組ん

でいます。

　当社グループは、電力の安全・安定供給で、そしてスポーツ・文化

支援などでも、地域のみなさまのお役に立ちたいと考えています。

発電所のタービン点検作業 障がい者アート公募展「かんでんコラボ・アート21」

無限の可能性を拓く～かんでんエルハート～

　当社グループは、「人権の尊重」を国際的な合意に基づく重要な

責務であると認識し、グループの事業活動に関わるすべての人々に

とって、差別のない、安全で働きやすい職場の確保に努めています。

　その一例として、障がいのある方の雇用については、「障害者の雇

用の促進等に関する法律」に基づく特例子会社「かんでんエルハート」

を設立するなど雇用を積極的に進め、障がい者雇用率は、2009年

6月時点で2.25％と継続的に法定雇用率1.8％を達成しています。

今後も、障がいのある方の自立と社会参加を目的として、雇用の

促進に努めていきます。

　当社グループは、「企業倫理の確立」と「法令など社内外のルールの

遵守」を、企業が社会に存在し続けるために果たさねばならない責務

であり、確実に実践すべき課題と位置づけています。

　しかしながら、当社発電設備に関するデータ改ざんや必要な法令

手続きの遺漏など、不適切な取扱いにより、2007年5月、経済産業省

と国土交通省から行政処分を受けました。当社は、これを真摯に反省

し、法令に基づく手続遺漏防止体制の整備とともに、コンプライアンス

意識の徹底に努めるなど、再発防止対策を着実に実施しています。

特に、過去から慣習的に行われていることであっても、コンプライアンス

上疑問を感じたことについては、一人ひとりが勇気を持って正してい

くように組織風土にまで踏み込んだ取組みを行っています。

●経営資源の着実な投入

　設備面においても、安全・安定供給のために必要な経営資源を

着実に投入していきます。とりわけ、経営の基軸となる原子力にお

いては、安全・安定運転を継続するため、高経年化対策や耐震裕度

向上対策などの工事を着実に実施していきます。

従業員一人ひとりがＣＳＲを推進します
そして、ステークホルダーのみなさまから信頼を頂戴し、当社グループの成長、
さらには従業員の成長につなげるという好循環を生み出していきます

ＣＳＲの推進

電力を安全かつ安定的にお届けするために

地域社会の発展に向けた積極的な貢献

人権の尊重と良好な職場環境の構築

コンプライアンスの徹底
関西電力グループＣＳＲ行動憲章

CSR行動原則
1. 商品・サービスの安全かつ安定的なお届け

2. 環境問題への先進的な取組み

3. 地域社会の発展に向けた積極的な貢献

4. 人権の尊重と良好な職場環境の構築

5. 透明性の高い開かれた事業活動

6. コンプライアンスの徹底

CSRレポートは以下のサイトからダウンロードいただけます
http://www.kepco.co.jp/corporate/csr/report.html
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